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編集 付属病院 

 

・特集 外科病棟 運用開始から 3ヶ月 

 施設・設備のご紹介 

・本院がマンモグラフィ検診施設の認定を受ける 

・市民のための運動相談・メディカルチェックを実施 

・下肢救済・フットケア外来開設のお知らせ 

・地域医療連携室より 

紹介予約申込みに関する対応、病院アンケート調査の御礼

8F 病棟:25床、全室個室

7F 外科系病棟 

6F 外科系病棟 

5F 外科系病棟 

4F 外科系病棟 

3F 外科系病棟 

2F 外科系病棟 

1F SICU:28床、全室個室

B1F 厨房施設 

B2F 機械室 

免震層 

 

■外科病棟 運用開始から３ヶ月 

杏林大学病院 外科病棟は２００７年８月１日の運用開始から約３ヶ月が経過しました。 

今回は様々な角度から病棟運用を支えるスタッフのコメントと共に新外科病棟を特集します。

 １F S‐ICU  
（Surgical Intensive Care Unit） 
 

ここは術後集中ケアを行う

病棟です。全室個室の 28

床で、各室内は大きな窓

のある広い病室です。室内

のトイレや洗面台は術後

痛みを伴う患者様にとっ

て、機能的で使いやすい

設計になっています。 

毎日十数人の術後患者様

が入退室されますが、手

術直後の一番痛くて辛い

時期を、患者様やご家族

が安心して過ごしていただ

けるよう スタッフ一同頑張

っています。 

２F～７F 一般病室 
新しい病棟は患者様からの評判もよ

く、「ホテルみたいだね」と言われま

す。 

見た目だけでなく、プライバシーに配

慮したパーソナルスペースの広い病

室は、私達、医療者にとっても働き

やすいものです。バリアフリーの転

倒防止策に対しては高齢者の患者

様からも歩きやすいと言われます。

明るく、そして広々としたデイルーム

８F 個室病棟 

 最上階の 8階は 25床

は外科系各科が共同

で使用する個室。 

 

地下 1F ニュークックチル厨房 

 病院全体の入院食を
まかなう厨房施設。オ

ール電化の厨房設備

で、食事の温度はデー

タ記録されている。 

調理後の食材は冷却

保存され、提供する日

に配膳車の中で再加 

 

■
再
加
熱
式
配
膳
車
導
入
を
メ
デ
ィ
ア
が
紹
介 

 

■
ピ
ム
ス
導
入
で
治
療
か
ら
退
院
ま
で
を
管
理 

入
院
患
者
の
処
置
オ
ー
ダ
ー

は
、
生
体
情
報
モ
ニ
タ
ー
「
ピ

ム
ス
」
で
管
理
を
一
元
化
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
会

計
情
報
に
連
結
さ
れ
る
の
で

「
ピ
ム
ス
」
の
み
で
患
者
の
生

体
情
報
、
処
置
オ
ー
ダ
ー
、
会

計
情
報
の
管
理
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。 

近
代
的
調
理
配
膳
シ
ス
テ

ム
と
し
て
注
目
さ
れ
る
、

ク
ッ
ク
チ
ル
調
理
シ
ス
テ

ム
対
応
の
再
加
熱
調
理
方

式
配
膳
車
が
本
院
外
科
病

棟
の
厨
房
で
導
入
さ
れ
た

こ
と
が
、
日
経
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
、
日
刊
工
業
新
聞

で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

新しい配膳方法（クックチル方式）の導入に伴い栄養科が

実施したアンケート調査では以下のような回答をいただき

ました。「温かい食事だ」「味があっておいしい」などの意

見が寄せられました。 

熱します。カート内は冷・温の食事を別々に処理できます。 

は患者様とご家族との憩いの場や様々なコミュニケーションの場ともなっています。

■
下
肢
救
済
・
フ
ッ
ト
ケ
ア
外
来 

開
設
の
お
知
ら
せ 

    

近
年
、
生
活
習
慣
の
欧
米
化
に
よ
る
虚
血
性

疾
患
の
増
加
に
伴
い
、
重
症
下
肢
虚
血

（Critic
al 

L
im

b 
Isc

h
e
m

ia

）
を
持
つ
患
者
様

も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
患
者
様
の
治
療
に
際
し
て

は
、
一
つ
の
科
に
よ
る
診
療
だ
け
で
は
十
分
で

は
な
く
、
循
環
器
内
科
、
血
管
外
科
、
内
分
泌

糖
尿
病
内
科
、
腎
臓
内
科
（
透
析
）
、
放
射
線

科
、
形
成
外
科
な
ど
多
く
の
診
療
科
に
よ

る
、
統
合
的
な
治
療
が
必
要
で
す
。 

当
院
で
は
形
成
外
科
が
窓
口
と
な
っ
て
こ
の

よ
う
な
患
者
様
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。
下
肢
の
切
断
は
、
患
者
さ
ま
の

予
後
を
左
右
す
る
重
大
な
因
子
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
少
し
で
も
長
く
下
肢
が
残
せ
る

よ
う
、
退
院
後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
を
め
ざ
し
、
熱

意
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
お
一
人
お

一
人
じ
っ
く
り
と
診
察
し
、
ケ
ア
・
治
療
を
行

い
ま
す
。 

【
診
察
】 

形
成
外
科
外
来
に
て 

毎
週
木
曜
日
・
13
時
～
15
時 

完
全
予
約
制 

■
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が 

完
成
し
ま
し
た 

杏
林
大
学
病
院
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー

は
365
日
24
時
間
体
制
で
、
緊
急
事

態
に
対
応
し
て
い
ま
す
。 

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
診

療
所
や
病
院
と
連
携
し
て
、
患
者
様

の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
、
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
の
診
療
計
画
を
目
指
し
て
い
ま

す
。 

こ
の
た
び
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
や
実

績
な
ど
を
紹
介
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。 



                              

                              

                              

■
本
院
が
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
施
設
の
認
定
を
受
け
る 

     昨
年
12
月
、
本
院
で
は
デ
ジ
タ
ル
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（乳
房
Ｘ
線
撮
影
）

装
置
を
更
新
し
ま
し
た
。
新
し
い
装
置
は
従
来
の
も
の
に
比
べ
高
精
細

な
画
像
が
提
供
で
き
、
患
者
様
に
も
優
し
い
機
構
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。
撮
影
に
携
わ
る
技
師
も
、
認
定
資
格
を
持
っ
た
女
性
技
師
が

中
心
で
す
。 

本
院
で
は
新
装
置
導
入
に
伴
い
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
精
度
管
理
中

央
委
員
会
に
よ
る
書
類
審
査
、
画
質
評
価
、
線
量
評
価
を
経
て
基
準

を
満
た
し
て
い
る
施
設
と
し
て
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
（診
療
報
酬
上

の
加
点
は
あ
り
ま
せ
ん
）。 

す
で
に
当
院
に
は
読
影
認
定
医
師
、
撮
影
認
定
技
師
が
お
り
、
今
般
の

施
設
認
定
の
取
得
に
よ
り
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
診
療
を
行
う
3
条
件
が

揃
い
ま
し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
、
乳
が
ん
の
早
期
診
断
、
早
期
治
療
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

■
市
民
の
た
め
の
運
動
相
談
・
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施

    

医
学
部
衛
生
学
公
衆
衛
生
学
教
室
は
、
今
年
も
三
鷹
市
医
師
会
と

共
催
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
自
分
に
あ
っ
た
適
切
な
運
動
方
法
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
50
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
『
中
高
年
の

運
動
相
談
・メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
と
運
動
処
方
』を
実
施
し
ま
し
た 

計
8
回
実
施
し
た
相
談
会
に
は
あ
わ
せ

て
約
40
人
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

健
康
ス
ポ
ー
ツ
医
の
資
格
を
も
つ
照
屋

浩
司
教
授
を
中
心
に
衛
生
学
公
衆
衛
生

学
教
室
の
ス
タ
ッ
フ
が
問
診
、
骨
密
度
・

体
脂
肪
率
の
測
定
、
末
梢
（
ま
っ
し
ょ
う
）

循
環
機
能
の
評
価
、
血
液
・
尿
検
査
、
心

電
図
検
査
、
運
動
負
荷
検
査
な
ど
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
適
し
た
運
動
法
を

お
伝
え
し
ま
し
た
。 

掲載された杏林大学病院での診療科別手術件数  

診療科 部位 手術 
件数 

都内

順位
掲載基準 手術件数の内訳 

脳腫瘍手術 67 14 脳腫瘍の手術 
25件以上 総件数 

脳神経外科 
脳動脈瘤治療 79 8 脳動脈瘤の治療 

30件以上 

破裂脳動脈瘤の開頭手術（48） 
破裂脳動脈瘤の脳血管内治療（14） 
未破裂脳動脈瘤の開頭手術（13） 
未破裂脳動脈瘤の脳血管内治療（4） 

消化器外科 胃がん 177 12 手術と内視鏡治療の 
合計 100件以上 手術（80）＋内視鏡治療（97） 

呼吸器外科 肺がん 68 18 がんなど肺の手術を 
50件以上 手術件数 

乳腺外科 乳がん 144 14 手術件数 70件以上 手術件数 

循環器科 心臓手術 118 16 手術 100件以上 総件数 

腎臓がん 45 7 手術 20件以上 全手術数 

膀胱がん 24 3 全摘手術 10件以上 膀胱全摘手術の数 泌尿器科 

前立腺がん 85 14 手術と放射線治療の

合計が 25件以上 
全摘手術件数（52）            

放射線治療数（33） 

婦人科 子宮・卵巣がん 68 15 治療件数の合計40件
以上 

子宮頸がん 0期（19）           
頸がん 1～4期（17）            

子宮体がん（25）              

卵巣がん（7） 
※読売新聞「病院の実力」シリーズ（2006年 6月～2007年 10月掲載記事）調べ  

【杏林大学医学部付属病院】 

〒181-8611 三鷹市新川 6-20-2 ℡0422-47-5511（代表） 

ホームページｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｋｙｏｒｉｎ-ｕ.ａｃ.ｊｐ 

読売新聞は全国の主要病院に対して各種手術件数に関するアンケートを行い、その結果を「くらし健康」（日曜日版）の

コーナーで「病院の実力」として連載しています。杏林大学病院も掲載基準を満たした以下の項目について紹介されました。


